
● 病院と研究所が一体化した法人である強みを生かし、高齢者が安心して暮らし続けることができる地域包括ケアシステムの構築に寄与

● 高齢者が健康な状態をより長く維持できるよう、「介護予防・フレイル予防」及び「認知症との共生・予防」を重点分野に位置づけ、健康寿命の延伸

に寄与 等

前文（政策体系における法人の位置付け及び役割）

２ 都民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

１ 中期目標の期間

中期目標の期間は、令和５年４月１日から令和１０年３月３１日までの５年間とする。

※１～５は中期目標に定めるべき事項として、地独法第25条に定められている。
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ア 健康長寿を阻害する疾患等に対する高齢者医療の提供

重点医療の一層の充実や、その他においても高齢者の特性

に配慮した専門医療を提供することで、生活機能の維持・フ

レイル状態からの回復を目指すとともに、これらのノウハウ

を地域に普及

項目１ 血管病医療

項目２ 高齢者がん医療

項目３ 認知症医療

項目４ 高齢者糖尿病医療（◎）

○ 合併症やフレイル、認知症の予防を推進

○ 診療科間の連携やチーム医療の強化

○ 研究部門との連携を推進

○ 地域連携の推進と知見の普及

項目５ 高齢者の特性に配慮した医療（◆）

○ 全人的・包括的医療の提供による生活機能の維持・フレイル

状態からの回復支援

○ フレイルの視点をより一層重視した早期からの「予防し、

治し支える医療」を提供、新たな「高齢者医療モデル」として

確立・普及

イ 地域における公的医療機関としての取組

東京都地域医療構想の実現に寄与するため、高齢者の急性

期医療を担うとともに、公的医療機関として、地域における

中核的な役割を果たす

項目６ 救急医療

項目７ 地域連携の推進

項目８ 災害・感染症等の緊急事態への対応（◎）

○ 風水害や地震等における災害医療

○ 新型コロナを含めた新興・再興感染症における感染症医療

○ 非常時を想定した危機管理体制の強化

ウ 安心かつ信頼できる質の高い医療提供体制の確保

安全で質の高い医療及び患者中心の医療を提供するととも

に、患者サービスの向上に取り組む

項目９ 安全で質の高い医療の提供

項目10 患者中心の医療、患者サービスの向上

（１）高齢者の健康長寿を支える医療の提供・普及

病院部門

【◎：新規項目、◆：拡充】
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項目１８ 地方独立行政法人の特性を生かした

業務の改善・効率化（◆）

○ DXの推進により、法人の業務運営

及び患者サービス等を改善し、QOS

の向上を図る 等

項目１９ 適切な法人運営を行うための体制の強化

３業務運営の改善及び効率化に関する事項

経営部門

（２）高齢者の健康長寿と生活の質の向上を目指す研究

高齢者が地域での生活を継続するための研究を推進するとともに、公的研究機関として取組を普及

項目１１ 高齢者に特有な疾患と老年症候群を克服するための研究

項目１２ 高齢者の地域での生活を支える研究

項目１３ 老年学研究におけるリーダーシップの発揮（◆）

○ デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進 等

項目１４ 研究成果の社会への還元

研究部門

（３）法人の資源を活用した政策課題への対応

２つの重点分野を中心に、医療と研究の連携を推進し、その知

見やノウハウを社会に還元

項目１５ 介護予防・フレイル予防の取組（◆）

○ 東京都介護予防・フレイル予防推進支援センター

○ フレイル予防センター 等

項目１６ 認知症との共生・予防の取組（◆）

○ 認知症支援推進センター、認知症疾患医療センター

○ 認知症未来社会創造センター 等

（４）高齢者の医療と介護を支える専門人材の育成

高齢者医療・研究の実績や人材育成のノウハウを

活用し、質の高い専門人材を育成

項目１７ 高齢者の医療と介護を支える専門人材の

育成（◆）

○ フレイルの視点をより一層重視した

早期からの「予防し、治し支える医療」

を担う人材の育成 等

人材育成

４財務内容の改善に関する事項

項目２０

（１）収入の確保

（２）コスト管理の体制強化

項目２１ その他業務運営に関する

重要事項（法人運営における

リスク管理の強化）

５その他業務運営に関する重要事項


